
主要国の穀物輸入の推移

資料：FAOSTAT

わが国は戦後のかなり長い期間に世界で最も多く穀物を輸入してきた

日本が輸入第一位



1人当たりGDPの推移

資料：農林水産省食料・農業・農村政策審議会基本法検証部会（2022年10月18日）資料4



自給率の変化要因：総供給熱量（分母）と国産総供給熱量（分子）

資料：農林水産省「食料需給表」
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農業産出の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」「農業物価統計」
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1980年代半ば以降、実質産出額が低下し続けている



わが国の食料摂取状況

資料：農林水産省「食料需給表」、厚生労働省「国民健康・栄養調査」

1995年以降、
一人当たり供給熱量（消費）が続落

（マクロな観点）

一人当たりの摂取熱量は長期間にわたり低下し続けている
（ミクロな観点）

食べなくなる



栄養素摂取の推移

資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」 ※1975年の摂取量を100とする指数

1990年代前半までは
メリハリのある栄養素摂取の変化

1990年代後半からすべての
栄養素の摂取が減少してしまっていた

2010年代半ばから栄養
摂取の動向に変化

→ただしコロナ禍で停滞？

※90年後半以降の変調

食べなくなる



飲食料の最終消費額（実質：2015年基準）

資料：農水省「農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表」

（兆円） （兆cal）

1日当供給熱量

1990年代半ばをピークにその後、低下傾向

※消費額にも変調が→デフレ下で高いものを買わなくなる



資料：農林水産省「農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表」「食料需給表」

飲食費変化の要因分解（年平均変化率）

高いものを避ける→

食べなくなる
↓

↑
人口が
減り始める

高いものを
食べるようになる→



価格・給与の動向

資料：総務省「消費者物価指数」厚労省「毎月勤労統計調査」 ※2024年12月までのデータ

注：産業計・きまって支給する給与・５人以上

海外市況高＋
円安による
コストプッシュ

変化の予兆高い食品を買わない
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